
質
疑

地
域
活
性
化
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
は
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
。
ま
た
、
市
の
考

え
方
は
。

答
弁

平
成
21
年
度
予
算
に
計

上
し
て
あ
っ
た
事
業
を
前
倒
し

し
て
平
成
20
年
度
に
予
算
化
し

ま
し
た
。
公
園
、
公
民
館
の
工

事
等
を
含
め
て
各
地
区
の
事
業

を
分
散
し
た
こ
と
で
、
あ
る
程

度
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

伊
香
保
温
泉
再
生
事
業

の
繰
越
明
許
費
の
内
訳
は
。

答
弁

湯
元
源
泉
広
場
整
備
な

ど
13
事
業
の
工
事
で
す
。

質
疑

観
山
荘
の
解
体
費
用
は
。

答
弁

予
算
上
は
６
０
０
０
万

円
で
す
。

質
疑

今
後
の
渋
川
ネ
イ
ブ
ル

ス
ク
エ
ア
の
活
用
方
法
は
。

答
弁

区
画
整
理
事
業
終
了
ま

で
の
間
、
朝
市
や
物
販
イ
ベ
ン

ト
等
に
利
用
し
ま
す
。

歳
入
関
係

質
疑

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
。

答
弁

制
度
の
周
知
を
図
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
通
信
に
掲
載
し

た
り
、
忘
年
会
や
新
年
会
の
時

期
に
伊
香
保
温
泉
の
各
旅
館
等

に
チ
ラ
シ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

質
疑

学
校
給
食
費
実
費
徴
収

金
未
納
者
等
の
状
況
は
。

答
弁

生
活
困
窮
に
よ
る
未
納

は
過
年
度
分
で
99
件
、
現
年
度

分
で
66
件
あ
り
、
支
払
う
能
力

が
あ
る
の
に
未
納
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

質
疑

平
成
20
年
度
の
公
営
住

宅
等
使
用
料
の
滞
納
状
況
は
。

答
弁

１
月
末
現
在
で
滞
納
者

は
１
１
５
人
お
り
、
滞
納
額
は

家
賃
、
駐
車
場
使
用
料
な
ど
合

計
で
４
６
５
５
万
円
で
す
。

質
疑

ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤
城
が

新
た
な
事
業
者
に
落
札
さ
れ
た
。

温
泉
の
売
り
払
い
は
ど
う
な
る

の
か
。

答
弁

現
状
と
同
じ
内
容
の
業

務
を
続
け
て
い
く
の
で
あ
れ
ば

継
続
し
て
温
泉
を
供
給
し
て
い

き
ま
す
。

質
疑

市
民
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

状
況
と
財
政
状
況
は
。
ま
た
、

ゴ
ル
フ
場
の
中
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
を
建
設
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
弁

平
成
20
年
度
は
３
月
ま

で
に
２
万
２
０
０
０
人
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
財
政
は
昨
年

度
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
建

設
す
る
の
は
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

も
あ
り
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

総
務
費

質
疑

庁
舎
管
理
事
業
の
電
気

料
が
赤
城
総
合
支
所
は
１
１
５

万
円
と
、
北
橘
総
合
支
所
の
８

２
０
万
円
や
ほ
か
の
総
合
支
所

と
比
べ
て
少
な
い
が
。

答
弁

平
成
19
・
20
年
度
の
実

績
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

昼
休
み
の
消
灯
な
ど
節
電
の
工

夫
も
し
て
い
ま
す
。
北
橘
総
合

支
所
も
節
電
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
庁
舎
が
オ
ー
ル
電
化
の
た

め
ほ
か
の
燃
料
費
が
か
か
ら
な

い
分
、
電
気
料
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

質
疑

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
対
策
事
業
の
補
助
内
容
は
。

答
弁

自
主
共
聴
組
合
へ
の
補

助
、
群
馬
テ
レ
ビ
が
行
う
中
継

局
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
へ
の
補

助
で
す
。

質
疑

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

の
中
で
白
井
城
址
散
策
路
改
修

整
備
に
つ
い
て
は
昔
の
地
図
等

が
残
っ
て
お
ら
ず
復
元
が
難
し

い
と
の
こ
と
。
今
後
研
究
し
て

観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
な
整
備

を
し
て
ほ
し
い
。

答
弁

市
の
指
定
文
化
財
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
保
護
課

と
連
携
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

民
生
費

質
疑

介
護
慰
労
金
支
給
事
業

の
要
綱
で
基
準
日
が
年
１
回
だ

と
支
給
要
件
が
厳
し
い
の
で
は
。

答
弁

事
業
の
性
格
上
基
準
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
基
準
ど

お
り
の
運
用
で
や
む
を
得
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

病
後
児
保
育
に
つ
い
て

渋
川
総
合
病
院
の
空
き
室
を
利

用
す
る
考
え
は
。

答
弁

今
後
、
一
つ
の
選
択
肢

と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
疑

学
童
保
育
対
策
事
業
で

学
童
保
育
所
の
利
用
状
況
は
。

答
弁

市
内
に
16
施
設
あ
り
、

利
用
者
は
全
体
で
６
９
３
人
い

ま
す
。

衛
生
費

質
疑

妊
産
婦
健
康
管
理
事
業

で
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
公

費
助
成
の
妊
婦
健
診
14
回
の
費

用
は
。

答
弁

14
回
の
健
診
費
用
は
同

料
金
で
は
な
く
、
１
回
が
５
０

平
成
20
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
及
び
平
成
21
年
度
の
各
会

計
予
算
を
審
査
す
る
た
め
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
５

日
間
に
わ
た
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
全
議

案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

敷島緑地公園マレットゴルフ場

補
正
予
算

新
年
度
予
算



０
０
円
か
ら
１
万
円
く
ら
い
で

す
が
、
県
と
県
医
師
会
で
協
議

し
て
な
る
べ
く
無
料
に
な
る
よ

う
進
め
て
い
ま
す
。

質
疑

夜
間
急
患
診
療
所
を
渋

川
総
合
病
院
に
移
す
考
え
は
。

答
弁

当
面
は
、
病
院
改
革
プ

ラ
ン
を
基
に
従
来
の
計
画
を
進

め
て
い
き
ま
す
が
、
考
え
は
考

え
と
し
て
、
将
来
的
な
話
と
し

て
は
全
く
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

質
疑

容
器
包
装
分
別
収
集
事

業
で
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
取

り
組
む
考
え
は
。

答
弁

市
内
で
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
る
小

中
学
校
は
あ
り
ま
す
が
、
市
と

し
て
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
中
で
取
り
組
む
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

農
林
水
産
業
費

質
疑

農
用
地
利
用
集
積
促
進

事
業
で
県
が
２
分
の
１
、
市
が

２
分
の
１
を
負
担
し
、
貸
し
手

借
り
手
の
両
方
に
助
成
す
る
と

い
う
が
。

答
弁

効
果
と
し
て
遊
休
農
地
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
５
０
０
ha
以

上
が
解
消
さ
れ
、
こ
の
事
業
が

な
け
れ
ば
遊
休
農
地
が
更
に
増

え
ま
す
。

質
疑

電
牧
柵
設
置
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答
弁

平
成
20
年
度
は
鳥
獣
害

対
策
で
、
電
牧
柵
の
設
置
を
７

地
区
で
実
施
し
て
お
り
、
有
害

鳥
獣
の
駆
除
事
業
と
併
せ
て
取

り
組
む
こ
と
が
効
果
的
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
疑

農
業
農
村
応
援
事
業
の

対
象
は
。

答
弁

様
々
な
取
り
組
み
が
あ

り
、
機
械
、
施
設
の
み
で
な
く
、

組
織
と
い
う
形
で
あ
れ
ば
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

質
疑

こ
ん
に
ゃ
く
消
毒
適
正

化
事
業
の
展
開
方
法
は
。

答
弁

こ
ん
に
ゃ
く
の
生
産
農

家
に
対
す
る
消
毒
の
適
正
使
用

の
啓
発
を
広
報
車
に
よ
る
広
報
、

チ
ラ
シ
の
作
成
、
説
明
会
の
開

催
等
で
実
施
し
ま
す
。

商
工
費

質
疑

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
件
数
は
。

答
弁

平
成
19
年
度
は
６
２
８

件
で
、
ピ
ー
ク
時
の
１
２
２
６

件
と
比
べ
減
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
県
と
共
同
で
多
重
債
務
者

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

質
疑

優
良
企
業
誘
致
促
進
事

業
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

先
進
地
を
視
察
し
、
庁

内
に
組
織
を
立
ち
上
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

質
疑

補
助
金
を
出
し
て
い
る

渋
川
市
観
光
協
会
の
事
業
は
。

答
弁

市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
が
主
な

も
の
で
、
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

や
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

土
木
費

質
疑

（
仮
称
）
市
道
渋
辰
巳

町
有
馬
線
道
路
改
良
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁

平
成
20
年
度
末
で
進
捗

率
68
％
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、

平
成
22
年
度
ま
で
に
は
完
了
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

耐
震
改
修
促
進
事
業
の

内
容
と
応
募
状
況
は
。

答
弁

平
成
20
年
度
は
11
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
市
と
国

で
２
分
の
１
ず
つ
負
担
し
、
１

件
３
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

消
防
費

質
疑

防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
具
体
的
に
ど
う
い
う
保
守
管

理
を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

現
在
、
合
併
前
の
旧
市

町
村
で
使
っ
て
い
た
も
の
を
使

用
し
て
お
り
、
管
理
も
そ
れ
ぞ

れ
の
総
合
支
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
周
波
数
の
統
合
や

デ
ジ
タ
ル
化
を
含
め
て
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
費

質
疑

学
校
給
食
調
理
場
再
編

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
自
校
方

式
存
続
を
求
め
る
請
願
に
添
え

ら
れ
た
５
５
０
０
人
か
ら
の
署

名
を
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

答
弁

多
く
の
署
名
が
あ
っ
た

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

共
同
調
理
場
方
式
で
全
市
域
の

子
供
た
ち
に
同
じ
も
の
を
食
べ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

通
学
バ
ス
運
行
事
業
の

安
全
対
策
は
。

答
弁

市
で
運
行
し
て
い
る
バ

ス
は
毎
日
点
検
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
ま
す
。

異
常
が
あ
れ
ば
す
ぐ
修
理
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

質
疑

旧
渋
川
公
民
館
は
大
切

な
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
の
で
、

ひ
き
家
移
転
を
考
え
て
ほ
し
い
。

答
弁

現
在
の
概
算
費
用
１
億

６
０
０
０
万
円
の
ほ
か
、
外
壁

補
強
工
事
等
の
費
用
が
か
か
り
、

地
盤
の
調
査
、
周
辺
の
問
題
な

ど
も
あ
り
難
し
い
状
況
で
す
。

国
保
関
係

質
疑

国
民
健
康
保
険
資
格
証

明
書
の
交
付
が
増
え
た
理
由
は
。

答
弁

短
期
保
険
証
の
有
効
期

間
を
４
ヵ
月
の
み
に
改
め
、
滞

納
者
に
対
す
る
納
税
相
談
の
回

数
を
増
や
し
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

病
院
関
係

質
疑

放
射
線
治
療
装
置
リ
ニ

ア
ッ
ク
の
導
入
に
つ
い
て
、
建

物
、
本
体
等
を
合
わ
せ
て
６
億

円
と
聞
い
て
い
た
が
、
な
ぜ
８

億
円
に
増
額
さ
れ
た
の
か
。

答
弁

リ
ニ
ア
ッ
ク
の
照
射
回

数
の
関
係
で
、
建
物
の
壁
に
入

る
鉄
板
の
厚
さ
を
当
初
予
定
し

て
い
た
38
㎝
か
ら
50
㎝
に
変
更

し
た
こ
と
等
に
よ
り
ま
す
。

（ ）

旧
渋
川
公
民
館


